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●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

▲みよしまつり　昭和40年代後半は、背丈の高いやぐらで盆踊り大会を行っていました。平成２年の町
制施行20周年を機に「みよしまつり」が誕生し、現在まで夏恒例イベントとして開催されています。な
お、今年の第20回みよしまつりは、町制施行40周年を記念し、打ち上げ花火を2000発に増発するなど盛
大に開催します。皆さんお誘い合わせの上、お出かけください。
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昨年のみよしまつりの様子

昭和 年代の盆踊り大会の様子
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広
報
み
よ
し　

第
八
八
三
号　

平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジュニア三富塾
「昔のくらし体験・七夕かざりとまんじゅう作り」

【
問
題
１
】
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
健
康
管
理
と
し
て
、
特
定
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
て
対

象
は
、
何
歳
か
ら
74
歳
ま
で
？

20
歳　

40
歳　

60
歳

【
問
題
２
】
町
で
は
、
水
道
水
の

水
質
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
採

取
場
所
は
、
ど
こ
で
す
か
？

給
食
セ
ン
タ
ー

農
業
セ
ン
タ
ー

太
陽
の
家

【
問
題
３
】
10
月
に
中

央
公
民
館
で
２
日
間
開

催
さ
れ
る
、
健
康
教
室

は
何
で
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

カ
ラ
オ
ケ
教
室

フ
ラ
ダ
ン
ス

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
９
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【
８
月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

問
題
３

（
応
募
総
数
27
通
、
正
解
26
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

防
災
の
日

　
　
　

建
築
物
防
災
週
間

　
　
　
（
〜
５
日
）

６
日　

 

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間
（
〜

日
）

９
日　

救
急
の
日

日　

動
物
愛
護
週
間（
〜

日
）

日　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
（
〜

日
）

　
　
　

敬
老
の
日

日　

秋
分
の
日

日　

結
核
予
防
週
間（
〜

日
）

9　月　の　こ　よ　み

★
第
20
回
み
よ
し
ま
つ
り
の
「
打
ち

上
げ
花
火
」
が
、
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
で
す
!!
（
上
富
Ａ
さ
ん
）

★
春
・
夏
・
秋
・
冬
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
「
ほ
お
ず
き
」
の
赤
味
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。
季
節
を
感
じ
る

花
で
す
ね
。
（
藤
久
保
Ｔ
さ
ん
）

★
父
子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
の
記

事
に
関
心
が
あ
り
、
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
（
藤
久
保
Ｈ
さ
ん
）

★
毎
回
、
教
育
だ
よ
り
の
コ
ー
ナ
ー

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
!!
歴
史
民

俗
資
料
館
の
土
曜
体
験
教
室
に
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
（
藤
久
保
Ｍ
さ
ん
）

●
三
芳
絵
画
ク
ラ
ブ
展
▽
日
程
／
９

月
４
日

〜
10
日

（
９
月
６
日

は
休
館
日
）▽
場
所
／
藤
久
保
公
民

館
ロ
ビ
ー
▽
油
彩
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン

の
展
示
を
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
大
木

258

２
４
１
７

●
新
舞
踊
「
松
美
流
栄
扇
会
」
お

さ
ら
い
会
▽
「
比
叡
の
風
」
「
惚
れ

た
が
悪
い
か
」
「
龍
の
道
」
等
、
今

年
は
、
そ
の
他
も
新
曲
の
数
々
、
ま

た
懐
か
し
い
曲
を
交
え
て
40
曲
余

り
華
や
か
に
舞
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
ん
で
頂
け
ま
す
よ
う
、
会
員
一
同

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
▽

日
時
／
９
月
26
日

、
開
場
／
午

前
11
時
30
分
・
開
演
／
正
午
▽
場

所
／
コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
入
場
無
料
▽

連
絡
先
／
村
上

252

３
７
１
３

●
「
朗
読
会
へ
の
お
誘
い
」
七

な
な
つ
き月

の
朗
読
会
▽
日
時
／
10
月
24
日

、

開
場
／
午
後
１
時
30
分
・
開
演
／

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
▽
サ
キ
ソ

ホ
ン
の
演
奏
あ
り
▽
場
所
／
竹
間

沢
公
民
館
ホ
ー
ル
▽
入
場
無
料
▽

朗
読
作
品
／
養
老
の
滝
、
モ
チ
モ

チ
の
木
、
鬼
子
母
火
、
雪
女
等
▽

連
絡
先
／
萩
野

259

０
５
９
０

●
「
農
」
と
里
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
▽
日
時
／
９
月
18
日

、

開
場
／
正
午
・
開
演
／
午
後
１
時

〜
３
時
50
分
▽
場
所
／
所
沢
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
▽
対
象

／
中
学
生
以
上
▽
申
込
み
／
申
込

代
表
者
氏
名
・
連
絡
先
・
人
数
を

明
記
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
込
み
。
締
切
／
９
月
14
日

（
必
着
）
▽
先
着
／
600
人
▽
申
込
先

／
三
富
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
〒

350

１
１
２
４
、
川
越
市
新
宿
町
１

１

１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
244

２
３
９
９

▽
連
絡
先
／
川
越
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
三
富
担
当

242

１
８
１
０

●
第
45
回
み
よ
し
町
民
文
化
祭
「
カ

ラ
オ
ケ
の
集
い
」
出
演
者
募
集
▽
定

員
／
35
人
▽
申
込
み
／
藤
久
保
公

民
館
に
設
置
の
申
込
書
に
、
氏
名
・

電
話
番
号
・
曲
名
・
歌
手
名
を
記

入
。
テ
ー
プ
不
要
。（
レ
ー
ザ
ー
使

用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
歌
詞
カ
ー

ド
不
要
。（
使
用
者
は
各
自
用
意
）

▽
出
演
料
／
300
円
（
当
日
集
金
）
▽

町
内
在
住
、
近
隣
の
方
で
出
演
者

本
人
の
み
受
付
。
歌
は
全
曲
２
コ
ー

ラ
ス
。
▽
受
付
締
切
／
９
月
10
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
▽
日
時

／
10
月
24
日

、
開
場
／
午
前
11

時
・
開
演
／
午
前
11
時
30
分
▽
場

所
／
コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
入
場
無
料
▽

連
絡
先
／
斎
藤

253

０
１
４
８

●
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
フ
レ

ー
ル
」
会
員
募
集
▽
今
年
も
あ
と

四
か
月
程
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
季
節

に
向
け
て
「
や
さ
し
い
基
本
ス
テ

ッ
プ
か
ら
の
練
習
」
に
あ
な
た
を

お
誘
い
し
ま
す
。
▽
初
心
者
・
中

級
者
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
当

サ
ー
ク
ル
で
は
男
性
女
性
２
名

の
講
師
と
会
員
が

や
さ
し
く
、

楽
し
く
、
親
切
に

指
導
レ
ッ
ス

ン
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
見
学

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

お
い
で
く
だ
さ
い

参
加
者
募
集

会
員
募
集

て
い
ま
す
。
▽
日
時
／
毎
週
木
曜

日
、
午
後
７
時
〜
９
時
20
分
▽
場

所
／
竹
間
沢
又
は
近
隣
公
民
館
▽

連
絡
先
／
高
木

259

１
７
１
８

（
午
後
３
時
ま
で
）
、
吉
岡

090

９
３
２
８

４
７
５
９
（
夕
方
）

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

係
か
ら

●人口と世帯（平成22年7月末）●人口／38,541人　●男／19,382人　●女／19,159人　●世帯数／15,439世帯



定員適正化手法の概要
　個々の職員の能力開発、能力に応じた適正な人員配置、個別事業の見直し、民間活力の活用、非常勤嘱託職員及び臨

時的任用職員の活用、組織機構の見直しなどにより可能な限り職員数を増大させることなく対応します。また、将来に

わたり職員の年齢構成にひずみが生じないよう、計画的かつ効率的な職員採用を行っていきます。

定員適正化計画の年次別状況 （単位：人）

平成 年
（計画前年）

平成 年
（計画 年目）

平成 年
（計画 年目）

平成 年
（計画 年目）

平成 年
（計画 年目）

平成 年
（計画 年目）

計画数

実　数

2.職員の給与の状況
（1）人件費の状況（平成21年度普通会計決算）

人　　口 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） 前年の人件費率

人 千円 千円 ％ ％

※ 1．人口は、平成 22 年３月 31 日現在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（資料：地方財政状況調査）

2．人件費には、特別職の給料・報酬等を含みます。

（2）給与費の状況（平成22年度普通会計予算）

職員数
（Ａ）

給　与　費 １人当たりの
給与費（Ｂ /Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人 千円 千円 千円 千円 千円

※1．職員手当には、退職手当は含みません。　

2．特別職の給料、報酬等を含みません。

　3．職員数は、全職員数から水道、下水道事業に関わる職員を除いた数です。

4．給与費は、当初予算に計上された額です。

（3）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成22年４月１日現在）

一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円 円 歳 ヶ月

技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円 円 歳 ヶ月

（4）職員の初任給及び経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成22年４月１日現在）

経験年数 決定初任給 採用2年経過日
給料額

一般行政職
大学卒 円 円

高校卒 円 円

（5）職員手当の状況（平成22年４月１日現在）

区　分 内　　　容

賞　　与 期末・勤勉手当  年間　 月分

地域手当 給料・扶養手当及び管理職手当の合計額の８％

その他条例により支給される手当 扶養手当・住居手当・特殊勤務手当・通勤手当・時間外勤務手当・管理職手当等

（6）特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在）

区　分
給料月額

（条例上の給料月額）
期末手当

町　長
円

（ 円）
年間 月分

副町長
円

（ 円）

※町長・副町長については、財政事情等を考慮してそれぞれ10％・７％の減額を行っています。

三
芳
町
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

町
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

1.職員の任免及び職員数に関する状況〔※文中・表中の（　）内数値は内女性数〕

（1）職員の採用状況            （単位：人）

事務職 技術職 保健師

平成21年度採用者数
新規採用職員 （ ） （ ） （ ）

再任用職員 （ ） （ ） （ ）

（2）職別任用状況      ※平成22年３月31日現在 （単位：人）

課長相当職 課長補佐相当職 係長相当職 主査相当職 計

昇任者数 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

職の総数 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

（3）職員の退職・再就職の状況 （単位：人）

事務職・
技術職

看護師 保育士 技能労務職 計

定年退職 （ ） － （ ） （ ） （ ）

勧奨退職 （ ） － （ ） （ ） （ ）

自己都合退職 （ ） － （ ） （ ） （ ）

その他（死亡・免職・失職） （ ） － （ ） （ ） （ ）

退職者計 （ ） － （ ） （ ） （ ）

再就職者 （ ） （ ） （ ） － （ ）

※「再就職者」とは、平成20年度中に定年・勧奨退職した者の内、平成21年４月１日から平

　成22年３月31日までの間において再就職した者。

（4）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （単位：人）

部門 区分
職員数 対前年

増減数
主な増減理由

平成 年 平成 年

議会

総務 △ （減）機構改革に伴う減 △1

税務

農林水産 △ （減）機構改革に伴う減 △2

商工 （増）業務量増加による増 1

土木 △ （減）職員配置の見直しによる減 △1

小計 △

民生 △ （減）退職者不補充による減 △1
（減）機構改革に伴う減 △2

衛生 △ （減）職員配置の見直しによる減 △1

小計 △

一般行政部門計 △

特別行政部門（教育） △ （減）機構改革に伴う減 △3

公営企業等

会計部門

水道 △ （減）機構改革に伴う減 △1

下水道

その他 （増）業務量増加による増 3

小計

総合計 △

※部門は「地方公共団体定員管理調査」（総務省）による。

（5）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

定員適正化目標
　平成17年４月１日の職員数に対し、平成22年４月１日までの５年間で16名を削減（削減

率4.78％）することを目標とした第３次定員適正化計画に基づき定員の適正化に努めた結果、

目標値を上回る22名の削減となりました。

　今後も、新たに策定した平成27年４月１日の職員数301名を目標とする第４次定員適正化

計画に基づき、定員の適正化に努めていきます。

経験年数
区分

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

一般行政職
大学卒 円 円 円

高校卒 － 円 円

区　分 報酬月額 期末手当

議　長 円

年間 月分
副議長 円

委員長 円

議　員 円

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

福祉関係を除く

一般行政部門

福祉関係



総務省・埼玉県・三芳町
国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。

http：//www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

3.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間の概要

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日

時間 分 午前 時 分 午後 時 分 正午から
午後1時まで 日曜日、土曜日

※図書館や保育所等、職場によって変則勤務があります。

　また、本庁窓口業務の一部及び各出張所の開庁を、毎月第１土曜日の午前８時30分から正午まで実施しています。

（2）休暇制度の概要・種類等

休暇の種類 有給・無給の別 概　　要

年次有給休暇 有給
労働基準法第 条の規定に従って与えられる休暇で、１年につき最高 日間付与され、
前年度からの繰越分を含めると最高 日間となります。

病気休暇 有給
負傷又は疾病の為に療養する必要があり、勤務しないことがやむを得ないと認めら
れる場合、医師の証明に基づき、その治療に必要な期間認められる休暇。（最高 日）

介護休暇 無給
配偶者、子、職員又は配偶者の父母などの親族で、負傷、疾病又は老齢により２週
間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をするため、勤務しない事
が相当な場合に認められる休暇。

組合休暇 無給 職員団体の業務又は活動に従事する期間における休暇。

特別休暇 有給
条例に定められた特別な事由により職員が勤務しないことが相当であるときの休
暇。主な特別休暇として、産前・産後休暇、育児時間、忌引、結婚休暇、配偶者の
出産、子の看護のための休暇、夏季休暇等があります。

（3）年次有給休暇の取得状況
　　平成21年１月１日から平成21年12月31日までの一般職員の年次有給休暇の平均取得日数は12.5日となっており、平成

　20年（12.3日）と比べて0.2日増加しています。

（4）育児休業等の取得状況 （単位：人）

育児休業を取得することが
できることとなった職員

育児休業取得者 部分休業取得者

うち新規 うち新規

合計 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

※ 育児休業とは、職員の育児休業等に関する条例に基づき、任命権者の承認を受けて、養育する子が３歳に達するまで

の間、休業することができる制度です。育児休業の間の給与は支給されません。

（5）時間外勤務の状況

　平成21年度の一般職員１人当たりの月時間外勤務平均時間は3.3時間で、平成20年度（3.2時間）に比べて0.1時間増加

しました。

　なお、四半期ごとの状況は下表のとおりです。        　    　　　　　　

第１四半期（ ～ 月） 第２四半期（ ～ 月） 第３四半期（ ～ 月） 第４四半期（ ～ 月） 年間

時間 時間 時間 時間 時間

4.職員の分限及び懲戒処分の状況
　平成21年度の分限処分者数は心身の故障のため長期の療養が必要と判断され休職処分となった者が４名で、懲戒処分

者はいませんでした。

5.職員の服務の状況

（1）職員の守るべき義務の概要

　 　地方公務員法は、服務の根本基準として、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、

職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しています。この根拠基準の趣旨

を具体的に実現するため、同法は、職員に対し、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、

秘密を守る義務、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限など、服務上の強い制約を課しています。

（2）職務専念義務免除の状況

　 　職務専念義務免除の承認件数は、厚生に関する計画の実施に参加する場合が688件、その他７件（研修への参加、

消防団活動等）となっています。

（3）営利企業等従事の許可状況
　　平成21年度に新たに許可をした件数は１件で、内容は統計調査員となっています。

6.職員の研修の状況
研修の概要
　　平成21年度に実施した研修は合計で27コースあり、のべ研修人員は680人です。

　なお、当町における研修区分及び平成21年度実施状況は以下のとおりです。 　 　              

区分（コース数） 参加人数（のべ人数） 主　催

一般研修　（４） 人 町

特別研修　（５） 人 町

派遣研修　（ ） 人 彩の国さいたま人づくり広域連合等

7.職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）福利厚生制度の概要　 
　職員の共済制度を運用し、実施する主体は埼玉県市町村職員共済組合です。共済組合では地方公務員共済組合法に

基づき、組合員である職員とその家族の病気・ケガ・出産・死亡等に対して必要な給付を行う「短期給付事業」、職

員の退職・障害・死亡に対して年金又は一時金の給付を行う「長期給付事業」、健康の保持増進事業や住宅資金の貸

付けなどの「福祉事業」の大きく分けて３つの事業を行っています。

　また、町では職員のための任意の互助組織として、職員相互の間の親睦・福利厚生の増進・体位の向上及び教養文化

　の向上を図ることを目的に「職員友和会」を組織しています。

（2）福利厚生制度に係る町の負担状況
　 　共済組合の事業を運営する費用は、組合員である職員の掛金と使用者である町の負担金によって賄われています。

町の負担金の率は法定されており、平成21年度は319,424千円の負担金を支出しました。

　その他、職員友和会への補助金として1,134千円支出しました。

（3）公務災害補償制度の状況
　 　平成21年度に、公務災害または通勤災害と認定された件数は２件（公務災害２件、通勤災害０件）で、平成20年度

より１件増加しています。

8.公平委員会の業務の状況

　　　平成21年度に、勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

問い合わせ　総合政策課（内線407・408）
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こ
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● 

国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
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国勢調査　ｅ-ガイド 検　索
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「
五
つ
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幸
福
」　
　
　

　
　

一

お
客
様
の
幸
福　

二

パ
ー
ト
ナ
ー
の
幸
福

　
　

三

従
業
員
の
幸
福　

四

会
社
の
幸
福　

五

自
分
自
身
の
幸
福

 
第
10
回　

町
長
の
企
業
訪
問 

（
７
月
20
日
訪
問
）

　

町
長
の
企
業
訪
問
も
第
10
回
目
を

迎
え
、
今
回
は
「
株
式
会
社
木
村
屋

總
本
店
三
芳
工
場
」
を
訪
問
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
塚
常
務
を
始
め
、
高

橋
工
場
長
、
鈴
木
製
品
課
長
、
黒
住

製
造
課
長
、
川
野
辺
営
業
課
長
、
横

山
設
備
課
長
、
川
野
管
理
課
長
、
大

谷
木
総
務
課
長
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
大
塚
常
務
か
ら
の
ご
挨
拶

の
あ
と
、
高
橋
工
場
長
か
ら
会
社
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

木
村
屋
總
本
店
は
、
明
治
２
年

に
東
京
芝
日
陰
町
（
現
在
の
新
橋
駅

周
辺
）
に
お
い
て
、
木
村
安
兵
衛
氏

に
よ
り
「
文
英
堂
」
と
し
て
創
業
さ

れ
ま
し
た
。
翌
明
治
３
年
、
京
橋
区

尾
張
町
（
現
在
の
銀
座
付
近
）
に
移

転
し
、
屋
号
を
「
木
村
屋
」
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
７
年
に
は
銀
座
４
丁
目
（
銀

座
煉
瓦
街
）
に
店
舗
を
構
え
、
同
年

「
酒
種
あ
ん
ぱ
ん
」
を
考
案
・
発
売
。

翌
年
に
は
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
、

そ
の
後
「
木
村
屋
の
あ
ん
ぱ
ん
」
は

銀
座
名
物
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、

木
村
屋
の
看
板
商
品
と
し
て
、
現
在

も
変
わ
ら
ぬ
味
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

三
芳
工
場
は
、
昭
和
40
年
10
月
９

日
に
生
産
を
開
始
し
、
平
成
20
年
２

月
に
は
神
奈
川
県
の
藤
沢
工
場
の
業

務
を
統
合
し
、
今
で
は
、

木
村
屋

總
本
店
の
工
場
の
中
で
最
も
規
模
の

大
き
い
工
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
三
芳
工
場
の
従
業
員
数
は

３
５
０
名
（
社
員
１
２
５
名
、
パ
ー

ト
２
２
５
名
）
で
、
主
な
生
産
品
目

　

町
内
の
企
業
・
事
業
所
を
町
長
自
ら
訪
問
し
て
、
操
業
状
況
、
雇
用
状
況
等
を
把
握
し
、
現
在
の
要

望
、
課
題
等
を
拝
聴
す
る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
及
び
企
業
・
事
業
所
の
定
着
を
図
る
た
め
、

第

回
「
町
長
の
企
業
訪
問
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
産
業
課　
（
内
線
２
１
４
・
２
１
５
）

 

視
察
前
の
懇
談
風
景

50
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
開
発
商
品
と
し
て
、
国
産

米
粉
１
０
０
％
使
用
の
「
米
粉
（
こ

め
こ
）
パ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
小
麦

粉
に
比
べ
て
コ
ス
ト
高
で
す
が
、
も

っ
ち
り
と
し
た
食
感
、
お
米
の
旨
み
、

ヘ
ル
シ
ー
で
栄
養
た
っ
ぷ
り
、
腹

も
ち
が
良
い
こ
と
か
ら
、
売
れ
筋
と

の
こ
と
で
す
。
今
後
の
取
組
み
と
し

て
「
良
品
質
の
米
粉
の
安
定
供
給
」

「
官
民
一
体
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
」

「
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
、

工
場
内
の
電
力
需
要

を
賄
う
た
め
、
都
市

ガ
ス
に
よ
る
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
（
熱
電
併
給

設
備
）
を
設
置
・
稼

働
し
、
CO2
削
減
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
直
売
店

の
「
さ
く
ら
Ｂ
ａ
ｋ

ｅ
ｒ
ｙ
」
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と

「
キ
ム
ラ
ヤ
の
パ
ン
」
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て
少
し
で
も

地
域
の
方
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と

の
思
い
で
、
生
産
工
場
な
ら
で
は
の

低
価
格
で
販
売
し
て
お
り
、
ご
近
所

の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
の
店
舗
で
も
、

「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
」
を
実
施

し
、
環
境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

創
業
１
４
１
年
の
同
社
で
す
が
、

「
老
舗
と
は
、
た
だ
古
い
店
に
あ
ら

ず
」
を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
も
限
り
な

く
成
長
を
続
け
る
決
意
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

は
、
食
パ
ン
・
菓
子
パ
ン
・
ド
ー

ナ
ツ
・
蒸
し
物
な
ど
約
１
０
０
品
目

（
１
日
約
13
万
個
）
を
製
造
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

取
引
先
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
・
ダ
イ
エ
ー
・
ヤ
オ
コ
ー
・
マ
ミ
ー

マ
ー
ト
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
ロ
ー
ソ
ン
・
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ
な
ど

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
等
、

首
都
圏
の
約
３

２
０
０
店
舗
（
８

０
０
０
店
）
で
、
年
間
の
売
上
高
は

 

従
業
員
の
方
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の
作
業
風
景

工
場
内
の
視
察
風
景

 

三
芳
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
商
品

株式会社木村屋總本店【製造業】

住所：〒354－0043

　三芳町大字竹間沢381番地1

TEL：049-258-1490　FAX：049-259-1270

HP：http://www.kimuraya-sohonten.co.jp

創業：明治２年

事 業内容：各種パン・和菓子・洋菓子の製造

及び販売等

広 報 み よ し（ ） 

▲「さくらＢａｋｅｒｙ」

 店舗内にて、従業員の

方と語らう鈴木町長

実 施 中
11月30日
      まで  

　

受
診
券
は
、
既
に
５
月
中
に
対
象
者

宛
（
４
月
１
日
現
在
加
入
者
）
に
郵
送

し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、

同
封
の
実
施
医
療
機
関
一
覧
表
に
よ
り
、

希
望
す
る
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

受
診
券
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
に
は

再
交
付
を
し
ま
す
の
で
、
住
民
課
保

険
年
金
係
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※ 

11
月
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
混
み

受
診
方
法

・
国
民
健
康
保
険
証

・
受
診
券
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

・
自
己
負
担
金
（
千
円
）

受
診
に
必
要
な
も
の

特
定
健
診
の
受
診
は
、

　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
、
ご
自
身

の
健
康
管
理
と
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
を
早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
を
図
る
た
め
の
特

定
健
診
を
６
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
（
内
線
１
５
３
〜
１
５
６
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
274

１
１
０
１

合
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

  

「
忙
し
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
」
ま
た

は
、「
受
診
結
果
が
怖
い
」
な
ど
の
理

由
で
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

も
、「
健
康
の
大
切
さ
」
を
考
え
る
機

会
と
し
て
、
年
に
一
度
の
特
定
健
診
を

受
診
し
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認

し
て
早
期
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
の
特
定
健
診
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！

 厚生年金や各種共済組合などから老齢（退職）年金を受給し
ていて、その加入期間が20年以上ある方、もしくは 40歳以
降に加入期間が 10年以上ある方
該当者（退職者）本人の被扶養者
65歳未満の方

※ 退職者医療制度に該当した方も
　国民健康保険税や医療費の一部
　負担金などは、一般被保険者と
　同じです。

　会社などを退職し、現在国民健康保険に加入している方
が年金を受けられるようになった場合は「退職者医療制
度」で医療を受けることになります。年金証書を受け取っ
た日から14日以内に保険年金係に届け出をしてください。

退職者医療制度について

該当する方

　

平
成

年

月
１
日
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
を
行
い
ま

す
。
今
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

年
９

月

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
９
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
世
帯
主
宛
に

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
に
は
、
「
お
知
ら
せ
」

が
置
か
れ
ま
す
の
で
所
定
の
手
続
き
を
行
い
、
新
し
い
保
険
証

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
国
民
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

退職者医療制度

（ ）広 報 み よ し

必ず届け出を
お願いします

新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
を

お
送
り
し
ま
す



町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

検体の種類 基準値 水質結果

一般細菌 100個／1mL 1mL中0個

大腸菌 検出されないこと 不検出

カドミウム及びその化合物 0.003mg/L以下 0.0003mg/L未満

水銀及びその化合物 0.0005mg/L以下 0.00005mg/L未満

セレン及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

鉛及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

ヒ素及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

六価クロム化合物 0.05mg/L以下 0.005mg/L未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 1.7mg/L

フッ素及びその化合物 0.8mg/L以下 0.08mg/L

ホウ素及びその化合物 1mg/L以下 0.1mg/L未満

四塩化炭素 0.002mg/L以下 0.0002mg/L未満

1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 0.005mg/L未満

1,1-ジクロロエチレン 0.02mg/L以下 0.001mg/L未満

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 0.001mg/L未満

ジクロロメタン 0.02mg/L以下 0.001mg/L未満

テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

トリクロロエチレン 0.03mg/L以下 0.001mg/L未満

ベンゼン 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

塩素酸 0.6mg/L以下 0.06mg/L未満

クロロ酢酸 0.02mg/L以下 0.002mg/L未満

クロロホルム 0.06mg/L以下 0.028mg/L

ジクロロ酢酸 0.04mg/L以下 0.009mg/L

ジブロモクロロメタン 0.1mg/L以下 0.003mg/L

臭素酸 0.01mg/L以下 0.001mg/L未満

総トリハロメタン 0.1mg/L以下 0.042mg/L

トリクロロ酢酸 0.2mg/L以下 0.02mg/L未満

ブロモジクロロメタン 0.03mg/L以下 0.011mg/L

ブロモホルム 0.09mg/L以下 0.001mg/L未満

ホルムアルテヒド 0.08mg/L以下 0.008mg/L未満

亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005mg/L未満

アルミニウム及びその化合物 0.2mg/L以下 0.02mg/L未満

鉄及びその化合物 0.3mg/L以下 0.03mg/L未満

銅及びその化合物 1.0mg/L以下 0.01mg/L未満

ナトリウム及びその化合物 200mg/L以下 7.3mg/L

マンガン及びその化合物 0.05mg/L以下 0.005mg/L未満

塩化物イオン 200mg/L以下 9.8mg/L

カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300mg/L以下 62mg/L

蒸発残留物 500mg/L以下 130mg/L

陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下 0.02mg/L未満

ジェオスミン 0.00001mg/L以下 0.000003mg/L

2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/L以下 0.000001mg/L

非イオン界面活性剤 0.02mg/L以下 0.005mg/L未満

フェノール類 0.005mg/L以下 0.0005mg/L未満

有機物（全有機炭素（TOC）の量） 3mg/L以下 0.8mg/L

ＰＨ値 5.8以上8.6以下 7.3

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 ５度以下 0.5度未満

濁度 ２度以下 0.1度未満

遊離残留塩素 0.1mg/L以上 0.3mg/L

      水道 水の
水質検査結果

　町では、安全で清浄な水を安定して供

給するため、水道施設の維持管理はもとよ

り、水道法に基づき定期的に水質検査を実

施しています。

　今回の検査結果は右表のとおりであり、

水質基準に適合されています。

　なお、全項目の水質検査は年１回実施し

ています。

問い合わせ　
　上下水道課（内線252・253）

クリプトスポリジウム
指標細菌の原水水質検査結果

安全で良質な水を
お届けします

広 報 み よ し（ ） 

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源

と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
八
日

　

匿
名

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
一
二
日

　

寺
尾
雅
治

▽
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
七
月
二
一
日

　

匿
名

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
車
い
す
、
ス
ロ
ー
プ
、

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
／
七
月
二
日

　

金
子
晴
枝

▽
竹
ぼ
う
き
15
本
／
七
月
一
一
日

　

関
栄
三
郎

（
物
品
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

▽
五
〇
〇
〇
円
／
七
月
二
〇
日

　

匿
名

（
福
祉
の
寄
附
と
し
て
）

▽
三
〇
〇
万
円
／
七
月
二
二
日

　

窪
田
博
吉

（
高
齢
者
福
祉
の
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│
│
│
│
│ 

福
祉
課

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
一
日

　

荒
田
光
男

▽
一
五
○
○
円
／
七
月
一
日

　

田
崎
良
廣

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
一
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
六
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
六
日

　

匿
名

▽
一
万
八
九
五
円
／
七
月
八
日

　

高
齢
大
学　

藤
久
保
教
室

▽
四
万
六
五
七
八
円
／
七
月
八
日

　

三
芳
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
ハ
ー
ト
フ
ル

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
八
日

　

塩
野
和
雄

▽
一
五
〇
〇
円
／
七
月
八
日

　

寺
尾
雅
治

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売
日　

９
月
27
日

〜
10
月
19
日

　

売
り
切
れ
次
第
、
発
売
終
了
！

抽
せ
ん
日　

10
月
26
日

等
級
・
当
せ
ん
金　

　

１
等　

１
億
５
０
０
０
万
円
×
13
本

　

前
後
賞
各　

５
０
０
０
万
円

　

２
等　

１
０
０
０
万
円
×
130
本

　

３
等　

50
万
円
×
１
３
０
０
本

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

工　事　予　定　一　覧　表

工事名 完成予定 備考

町道北永井123号線道路
改良工事

平成22年
９月30日

北永井第１区地内
距離108.00ｍ

町道幹線15号線道路修繕
工事

平成22年
10月20日

北永井第３区地内
距離130.00ｍ

町道幹線５号線道路改良
工事

平成22年
10月29日

藤久保第５区地内
距離69.50ｍ

（ ）町 の 動 き

国民年金保険料は前納がお得です！
早く納付するとお得！

　国民年金保険料の納付には、翌年３月分までの保険料をまとめ払いすると、割引のある「前納制度」がありま

す。毎月納めるよりお得なうえ、納め忘れも防ぐことができ、とても便利です。

前納額 割引額 納付期限

10月分から 89,860円 740円 平成22年11月１日

11月分から 75,010円 490円 平成22年11月30日

12月分から 60,110円 290円 平成23年１月４日

１月分から 45,150円 150円 平成23年１月31日

２月分から 30,150円 50円 平成23年２月28日

＊金額は、現金納付の場合です。

＊納付期限にご注意ください。
払い方でさらにお得！

　また、前納には口座振替による「前納」とクレジットカード納付による「前納」があります。口座振替で「前

納」されると、現金納付やクレジットカード納付による「前納」よりも割引額が多くお得です。

※「前納」を希望される方、ご相談のある方は、役場もしくはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線156）　FAX274－1101
　　　　　　所沢年金事務所　 04－2998－0170

国民年金

浄水場名　三芳町浄水場

水源の種類　井戸水、県水

採水年月日　平成22年７月５日

採取場所　上富1599－1（三芳町立太陽の家）

温度（現場気温）　30.1℃

湿度（現場水温）　20.2℃

検査期日　平成22年７月５日～７月８日

検査機関　内藤環境管理株式会社

判定　右記水質項目は水質基準に適合

　各取水井５か所から採水して検査を実施し

た結果、大腸菌は不検出でした。

　また、嫌気性芽胞菌についても不検出とい

う結果になり、問題のないことが確認されま

した。

採水年月日　平成22年７月５日

検査機関　内藤環境管理株式会社

　たとえば、10月分から翌年３月分まで（６か
月分）をまとめて前納すると89,860円で、毎月
納めるよりも740円お得になります。

前納制度を利用して現金で納付

89,860円（６か月）

現金で毎月納付　　 　　　　740円お得！

15,100円×6か月＝90,600円

水道水の水質検査結果



　

高
齢
大
学
は
、
町
内
３
公
民

館
に
そ
れ
ぞ
れ
教
室
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
世
代
の
方
の
学
習
意

欲
や
生
き
が
い
作
り
を
、
個
々

の
実
り
で
終
わ
ら
せ
ず
、
共
に

学
び
合
い
、
協
力
し
あ
う
こ
と

で
、
大
き
な
仲
間
の
輪
と
な
り
、
地
域

全
体
の
実
り
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
58
年
の
開
講
以
来
、
多
く
の

方
々
が
集
い
、
学
び
合
い
な
が
ら
交
流

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
が
主
催
す
る
講
座
形
式
の
学

習
講
座
の
他
に
、
学
生
が
自
主
的
に
運

営
す
る
自
治
会
で
の
交
流
事
業
や
、
同

好
の
士
が
集
い
運
営
す
る
ク
ラ
ブ
活
動

が
あ
り
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
学
び

合
い
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
教
室
と
も
、
学
生
の
人
生
経
験
や

習
得
し
た
知
識
を
、
地
域
の
中
で
活
か

す
た
め
に
、
小
学
校
や
地
域
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
参
加
し
地
域
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

開
講
式
（
３
教
室
合
同
）

　

日
時　

10
月
８
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所　

藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

申
込
み

　

９
月
７
日

か
ら
申
込
開
始

※ 

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
希
望
す
る
公
民
館
へ
、
本
人
が
来
館
し

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。（
先
着
順
）

※
電
話
申
込
、
代
理
申
込
不
可

問
い
合
わ
せ

藤
久
保
公
民
館

　

258

０
６
９
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
258

９
６
２
５

中
央
公
民
館

　

258

０
０
５
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
258

５
４
６
６

竹
間
沢
公
民
館　

　

259

８
３
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
259

８
３
４
５

高
齢
大
学
受
講
生
募
集

期 

間　

平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23

年
２
月
ま
で
（
月
２
〜
３
回
）

入  
学
資
格　

町
内
在
住
の
満
60
歳

以
上
の
人
で
、
10
月
か
ら
２
月

ま
で
通
学
可
能
な
人
。

教
室
・
受
講
日
・
定
員

・ 

藤
久
保
公
民
館
教
室
…
主
に
金

曜
日
の
午
前
中
、
定
員
144
人

・ 

中
央
公
民
館
教
室
…
主
に
金
曜

日
の
午
前
中
、
定
員
60
人

・ 

竹
間
沢
公
民
館
教
室
…
主
に
木

曜
日
の
午
前
中
、
定
員
60
人

三芳町高齢大学

藤
久
保
公
民
館

「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
学
び
合

い
」
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
地

域
交
流
、
生
活
に
身
近
な
内

容
を
学
び
ま
し
た
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
自

治
会
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

「
明
る
く
楽
し
く
を
主
眼
に

仲
間
作
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

音
楽
講
座
の
成
果
が
見
事
に

花
咲
い
た
中
公
フ
ェ
ス
タ
は

思
い
出
に
残
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

竹
間
沢
公
民
館

　

学
生
活
動
を
通
じ
て
小
学

校
・
児
童
館
・
保
育
所
の
地

域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
、

健
康
で
明
る
い
学
生
生
活
を

お
く
り
、
第
十
八
期
高
大
祭

に
は
サ
ー
ク
ル
団
体
も
参
加

し
、
ロ
ビ
ー
展
示
と
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。

中公フェスタ　うたとハンドベル奏

健康教室

学習講座　健康、生活安全、歴史、文学な
ど幅広いジャンルを、学生と事務局とで作
成したプログラムで学びます。

小学校との交流　年間を通じて隣接する藤
久保小学校の児童たちと互いの行事に行き
来して交流しています。

高齢大学祭　一年の授業、クラブ活動の
集大成として、発表を行いました。

藍染講座　藍染講座では、ストールを個人
個人の感性で素敵な色合いに染めました。

歓迎会では、日本語の歌詞に合わせた踊り や、日本
語での自己紹介 を披露してくれました。

習字の授業に参加。

手遊び「おちゃらかほい」にも挑戦！

広源寺で座禅体験。難しい… 三芳町練成道場のみなさんと。

歴史民俗資料館にて
おにぎり作り体験！

日
程
表 

○
内
の
番
号
は
、
写
真
番
号
を
示
し
ま
す
。

６
月
28
日

　

三
芳
町
役
場
に
到
着

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面

29
日

　

唐
沢
小
学
校
を
訪
問

　

歓
迎
会

〜

　

剣
道
体
験
（
希
望
者
）

30
日

　

 

藤
久
保
小
学
校
を
訪
問

歴
史
民
族
資
料
館
に
て
か
ま
ど
で
の

炊
飯
体
験

７
月
１
日

、
２
日

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

　

都
内
巡
り

３
日

、
４
日

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す

　

広
源
寺
の
見
学
（
３
日

・
希
望
者
）

５
日

　

川
越
見
学

６
日

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
帰
国

オーストラリア
少年少女親善訪問団

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
】

松
村
浩
治
・
中
平
真
幸
・

早
瀬　

慶
・
抜
井
尚
男
・

田
原
和
泉
・
小
林
陽
一
・

渡
辺
順
尚
・
大
館
幸
喜
・

林　

千
郷
・

島　

篤
・

駒
村　

昇
・
江
原
俊
之
・

井
田
和
宏

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

森
本
真
奈
美
・
本
山
結
佳
・

吉
田
潤
子

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
（
内
線
521
・
522
）

　

町
で
は
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
、
平
成
５
年
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ

ン
市
の
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
と
交
流
を
始
め
、
今
回
で

回
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
６
月

日
か
ら
７
月
６
日
の
９
日
間
、

名
の
小
学
生
が
三
芳

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
日
本
の
学
年
で
５
・
６
年
生
に
あ
た
り
、
学
校
で
は
日
本

語
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
思
い
出
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

　

「
三
芳
町
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

か
ら
だ
全
体
で
感
じ
よ
う
！
そ
の
体
験

は
、
三
芳
町
を
愛
す
る
心
と
な
り
、
三
芳

町
の
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
主
体
的
な

行
動
と
な
る
！
」

　

そ
ん
な
想
い
を
抱
い
て
、
三
芳
町
の
自

然
の
中
で
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
。
そ
れ

が
「
竹
の
子
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
今
年

度
は
、
小
学
生
43
人
・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
大

人
）
22
人
の
計
65
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
が
話
し

合
っ
て
決
定
し
ま
す
。
低
・
中
学
年
の
素

直
な
意
見
を
、
高
学
年
が
「
そ
れ
は
良
い

考
え
だ
け
ど
、
家
族
で
取
り
組
ん
だ
ほ

う
が
い
い
活
動
だ
ね
。
」
な
ど
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
な
が
ら
、
よ
り
価
値
の
あ
る
活

動
へ
と
高
め
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
主
体
的
な
活
動
に
し
た
い
と
い
う
願

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
大
人
は
、
安
全
面

等
を
中
心
に
助
言
す
る
だ
け
で
す
。

　

今
年
度
は
、
『
み
ど
り
の
カ
ー
ペ
ッ
ト

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
』
『
ゴ
ミ
拾
い
を

し
よ
う
』
『
冬
鳥
を
観
よ
う
』
等
の
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
『
こ
ぶ
し
の
里
へ
行

こ
う
』
の
活
動
で
は
、「
森
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
」
を
通
し
て
、
こ
ぶ
し
の
里
の
生

き
物
の
多
様
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

草
や
木
に
顔
を
近
づ
け
、
葉
っ
ぱ
を

裏
返
し
た
り
し
て
生
き
物
を
探
し

ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、

よ
く
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う

葉
の
形
に
驚
い
た
り
も
し
ま
し
た
。

「
見
た
こ
と
な
い
も
の
ば
っ
か
り

だ
。
」
「
違
う
季
節
に
来
た
ら
、
ど

ん
な
変
化
が
あ
る
の
か
な
。
」

た
く
さ
ん
の
発
見
に
満
足
し
、
そ

し
て
、
ま
た
新
た
な
知
的
好
奇
心

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

『
ヤ
ゴ
と
り
を
し
よ
う
』
は
、
ひ

ざ
ま
で
水
を
抜
い
た
小
学
校
の
プ

ー
ル
で
の
活
動
で
す
。

「
う
わ
ぁ
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
る
よ
。

気
持
ち
悪
い
。
」「
コ
ケ
み
た
い
な

も
の
が
、
い
っ
ぱ
い
生
え
て
る
よ
。
」

は
じ
め
の
う
ち
は
、そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、ヤ
ゴ
を
見

つ
け
る
と
、
次
第
に
目
を
輝
か
せ
始

め
ま
し
た
。
100
匹
を
超
え
る
ヤ
ゴ
の

ほ
か
、ア
メ
ン
ボ
、ミ
ズ
ス
マ
シ
、ミ
ズ

カ
マ
キ
リ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
プ
ー
ル

と
い
う
池
が
、
た
く
さ
ん
の
命
を
育

ん
で
い
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

捕
ま
え
た
ヤ
ゴ
は
大
切
に
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ト
ン
ボ
の

羽
化
を
目
の
当
た
り
に
し
、
子
ど
も

た
ち
は
、
命
の
不
思
議
さ
、
美
し
さ

教育トピックス

に
大
き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

図
鑑
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は

決
し
て
分
か
ら
な
い
、
五
感
を
十
分

に
使
っ
た
心
に
届
く
体
験
で
す
。

　

『
ビ
オ
ト
ー
プ
の
手
入
れ
を
し
よ

う
』
で
は
、
活
動
中
に
草
む
ら
の
中

で
鳥
の
巣
を
見
つ
け
、
そ
の
中
に
入

っ
て
い
た
た
く
さ
ん
の
卵
に
思
わ
ず

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
竹
の
子
エ
コ
ク
ラ

ブ
」
の
豊
か
な
体
験
活
動
は
、
昨
年

度
、
環
境
省
か
ら
「
全
国
優
秀
10
団

体
」
の
一
つ
に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
楽
し
い
こ
と
だ
け
を
や
る
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

こ
と
で
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
や
る
ん

だ
よ
。
」
と
い
う
た
の
も
し
い
言
葉

も
出
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
結
成
９
年
目
を
迎
え

た
「
竹
の
子
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
。
三
芳

町
の
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
こ
で
も
確
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
を
通
し
て
三
芳
町
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
！

竹
の
子
エ
コ
ク
ラ
ブ

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311

　まだまだ続くこの暑さ……皆さんはどのようにお過ごしでしょうか？
今回はこの暑さを乗り越える強靭な体づくり＆シェイプアップに効果的な
「スクワット」のトレーニングを紹介します。

　「スクワット」という種目は下半身のトレーニングです。実施することに
よって筋力アップはもちろん、柔軟性の向上、冷えの改善にもつながります。
　1つの種目で多くの運動効果が期待できますので、ぜひやってみましょう。

わ～葉っぱの形が違うんだ！

　 両腕を目の前でクロスし、
足幅を腰幅に開きます。

　 膝の角度が90度になるま
でしゃがみ、元に戻ります。

　広報みよし９月号でお知ら

せした「ジュニア・シニア硬

式テニス教室」の申込み方法

を、次のとおり訂正させてい

ただきます。ご確認のうえ、

申込みください。

受付期間　
　9月８日 ～17日 （先着順）

　午前９時から午後９時まで

申込み受付
　三芳町総合体育館1階事務室

　※電話申込は不可

問い合わせ　
　地域振興課（内線262･263）

　テニス協会（夜間）

　林　 258－4809

　岡野　 258－9200

注意点　胸をしっかり張ったまま、
膝とつま先が同じ角度のまましゃが
みましょう。
　回数は10～15回を目安に、2～3セ
ット行ないましょう。

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

【
一
般
書
】
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房

－

人
生
は
…
終
わ
り
よ
け
れ
ば
、
す
べ
て
よ
し
!!

－

』

【
一
般
書
】
『
娘
に
語
る
お
父
さ
ん
の
戦
記

－

南
の
島
の
戦
争
の
話

－

』

水
木
し
げ
る 

著

ポ
プ
ラ
社　

一
九
七
八
年
九
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
７
２
６
ミ

　

わ
が
道
を
熱
心
に
進
め
ば
い
つ
か
は
、

神
様
が
花
を
も
た
せ
て
く
れ
る
。
人
に
く
だ

ら
ん
と
言
わ
れ
て
も
、
ス
タ
ー
ト
に
遅
れ
て

も
、
ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
必
要
は
な
い
。
ゲ
ゲ
ゲ

先
生
の
お
も
し
ろ
不
思
議
人
生
体
験
記
。

水
木
し
げ
る 

著

社
会
批
評
社　

一
九
九
四
年
四
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
９
１
６
ミ

　

南
方
の
戦
地
で
、
ぼ
く
は
土
人
（
つ
ち

の
ひ
と
）
か
ら
「
パ
ウ
ロ
」
と
呼
ば
れ
、
島

の
住
人
に
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
…
。
片
腕
を

失
い
、
奇
跡
の
生
還
を
し
た
水
木
上
等
兵
が

「
迫
真
の
戦
争
」
を
、
豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
と

と
も
に
語
る
。

【
児
童
書
】
『
ほ
ん
ま
に
オ
レ
は
ア
ホ
や
ろ
か
』

武
良
布
枝 

著

実
業
之
日
本
社　

二
〇
〇
八
年
三
月
発
行

請
求
記
号　

７
２
６
ミ
ズ

　

巨
人
・
水
木
し
げ
る
と
共
に
歩
ん
で
き
た

妻
が
明
か
す
、
「
水
木
サ
ン
」
の
真
実
。
赤

貧
時
代
、
人
気
マ
ン
ガ
家
時
代
、
妖
怪
研
究

者
時
代
、
そ
し
て
幸
福
と
は
何
か
を
語
る
現

在
…
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
小
説
の
原
作
本
。

【
一
般
書
】
『
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
』

水
木
し
げ
る 

著

筑
摩
書
房　

一
九
九
〇
年
七
月
発
行

請
求
記
号　

Ｂ
７
２
６
ミ
ズ

　

の
ん
の
ん
ば
あ
は
、
著
者
の
少
年
時
代

に
家
に
来
て
い
た
お
手
伝
い
の
婆
や
さ
ん
。

彼
女
か
ら
聞
い
た
お
化
け
や
妖
怪
世
界
の
こ

と
、
隣
町
の
ガ
キ
大
将
と
の
攻
防
戦
の
こ
と

な
ど
、
子
ど
も
時
代
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
て

い
る
。

図
書
館
の
本
棚
よ
り 

「
水
木
し
げ
る
」の
本   

－

別
置
紹
介
中

－

　

　

イ
グ
サ
の
香
り
立
つ
新
し
い
畳
は
、

何
と
も
言
え
ず
心
地
の
良
い
も
の
で
す
。

以
前
は
俳
句
に
あ
る
よ
う
に
、
夏
の
土

用
の
頃
に
畳
を
庭
先
で
干
し
て
湿
気
を

取
り
、
傷
ん
で
き
た
ら
畳
表
を
替
え
て

使
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
、
住
宅
の
洋

風
化
に
伴
い
和
室
が
減
り
、
畳
は
多
様

な
形
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
機

械
縫
い
が
多
く
な
り
、
昔
な
が
ら
の
手

縫
い
作
業
を
行
う
職
人
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
北
永
井
の
染
野
さ
ん
は
、
今

で
も
手
縫
い
の
畳
作
り
を
す
る
職
人
さ

ん
の
う
ち
の
一
人
で
す
。

　

染
野
さ
ん
は
、
中
学
卒
業
後
に
長
瀞

か
ら
上
京
し
て
東
京
都
太
田
区
の
畳
職

人
の
も
と
で
五
年
間
修
業
し
ま
し
た
。

畳
を
縫
う
作
業
は
、
肘
を
当
て
な
が
ら

糸
を
締
め
る
の
で
相
当
な
力
が
い
る
作

業
で
す
。
修
行
時
代
は
、
肘
を
す
り
む

き
な
が
ら
縫
っ
て
覚
え
、
雨
で
仕
事
が

で
き
な
い
時
に
は
ゴ
ザ
を
縫
い
、
休
み

な
く
修
行
に
励
ん
だ
と
言
い
ま
す
。
修

行
が
終
わ
る
と
職
人
と
し
て
渡
り
歩
き
、

そ
の
後
、
昭
和
五
十
五
年
に
三
芳
に
店

を
構
え
ま
し
た
。
店
を
構
え
た
頃
は
、

好
景
気
に
支
え
ら
れ
て
毎
晩
夜
な
べ
仕

事
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
「
あ
の
頃
、

人
に
手
を
見
せ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て

見
せ
た
と
こ
ろ
、
タ
コ
で
ご
つ
ご
つ
と

し
た
手
を
見
て
『
こ
れ
は
手
か
い
？
』

と
か
ら
か
わ
れ
た
よ
。
足
に
で
も
見
え

る
か
い
と
言
っ
た
け
ど
ね
。
」

　

畳
は
、
稲
藁
を
糸
で
さ
し
固
め
た

「
床と

こ

」
に
イ
グ
サ
で
編
ん
だ
「
表
お
も
て
」
を

つ
け
て
、
「
縁ふ

ち

」
を
縫
い
込
ん
だ
も
の

で
す
。
畳
床
は
畳
の
芯
材
と
な
る
部
分

で
、
以
前
は
稲
藁
を
主
な
材
料
と
し
て

い
ま
し
た
。
稲
藁
を
隙
間
な
く
均
等
に

互
い
違
い
六
段
ほ
ど
並
べ
、
四
、
五
十

の
厚
み
に
な
っ
た
も
の
を
圧
縮
し
て

約
六

に
し
ま
す
。
現
在
は
稲
藁
が
稲

の
収
穫
と
同
時
に
細
か
く
裁
断
さ
れ
て

し
ま
い
、
稲
藁
自
体
を
入
手
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
中
に
入
れ
て
稲
藁
不

足
を
補
っ
て
い
ま
す
。
稲
藁
だ
け
で
で

き
た
畳
床
は
、
一
枚
で
30

以
上
に
も

な
り
、
こ
ん
な
重
た
い
畳
を
持
ち
運
び

し
、
な
お
か
つ
座
り
仕
事
の
た
め
、
畳

屋
の
職
業
病
と
い
え
ば
猫
背
と
腰
痛
で

し
た
。

　

手
縫
い
の
仕
事
も
少
な
く
な
り
、
染

野
さ
ん
の
指
や
肘
に
で
き
た
タ
コ
も
小

さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
力
を
込
め
て
一

針
ご
と
丁
寧
に
作
業
す
る
姿
に
は
、
鋭

い
気
合
い
を
感
じ
ま
す
。
「
一
番
の
喜

び
は
、
ぴ
っ
た
り
と
収
ま
っ
た
青
畳
を

見
て
、
お
客
さ
ん
に
『
き
れ
い
に
な
っ

た
ね
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
だ
ね
。
手
も

き
れ
い
に
な
っ
た
か
ら
、
今
な
ら
見
せ

ら
れ
る
よ
」
と
畳
職
人
の
や
り
が
い
を

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
六
回　

畳
屋

▲ 太い畳針を使い、肘で糸を締め
る。厚い畳床にまっすぐ縫う作
業は、熟練の技です。

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

　第１・３金曜日　（保護者同伴）　
　 ： ～ ： 　 ヶ月～１歳
　 ： ～ ： 　２・３歳～
　第 ･ 火曜日　 ： ～ ： 　３～８歳
おはなしサークルかにかにこそこそ　　　

　 ： ～ ： 　大人対象
　※昔話を覚えて語る練習をしています。
としょかんくらぶ

（読み聞かせとブックトークの会／小学生向き）
　※９月はお休みします
〈竹間沢分館〉

竹間沢ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居など）
　 ～ 　１～４歳
◆スイミ－おはなし会
（読み聞かせとブックトーク／９月は第３木曜日）
　 ： ～ ： 　４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など）
つくし文庫‥９月18日 、10：00～12：00
　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日　15：30～18：00
　場所／荒田自宅にて
（藤久保536 4　三芳東中学校近く）

9月 の 予 定

休

日 月 火 水 木 金 土

休

休

◆

休

休

休



健
康
百
科　
　

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

第
７
回　

の
ど
じ
ま
ん

町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

♪
予
選
で
選
ば
れ
た
25
組
の
方
が
歌
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
特
別
ゲ
ス
ト
三
田
明
さ
ん
の
歌
も
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。

【
公
演
日
】　

10
月
11
日
（
祝
・
月
）

　
　

開
場
／
午
後
１
時
30
分

　
　

開
演
／
午
後
２
時

【
会
場
】　

文
化
会
館

　
　

コ
ピ
ス
み
よ
し
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

　
　

１

０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　

【
曲
目
（
予
定
）
】

　

  　
　

  

千
の
風
に
な
っ
て
・
ア
メ
イ
ジ

ン
グ
グ
レ
イ
ス
・
涙
そ
う
そ
う

・
童
神
・
ふ
る
さ
と　

ほ
か

　

【
公
演
日
】　

10
月
16
日

　
　
　

開
場
／
午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演
／
午
後
２
時

　

【
会
場
】　

文
化
会
館

　
　
　

コ
ピ
ス
み
よ
し
ホ
ー
ル

　

【
入
場
料
】

　
　
　

３

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
・
問
い
合
わ
せ

三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）

259

３
２
１
１

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
場
所
が
増
え
ま
し
た
！

み
ず
ほ
台
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル　

255

３
２
６
８

好
評
発
売
中
!!

好
評
発
売
中
!!

 

中
島
啓
江

　

伝
え
た
い

　

   

コ
ン
サ
ー
ト

特別ゲスト
　　三田　明

サ
ル
ビ
ア

　

シ
ソ
科
ア
キ
ギ
リ
属
。
さ
ま
ざ
ま
な
花

色
の
園
芸
品
種
が
あ
り
、
観
賞
用
と
し
て

花
壇
な
ど
に
植
え
ら
れ
る
。
花
期
は
夏
か

ら
秋
だ
が
、
屋
外
で
冬
越
し
で
き
な
い
地

域
で
は
一
年
草
扱
い
さ
れ
る
。

　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
」
、
部
員
募
集
中
で

す
。

　

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
一
緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や
り
ま
せ
ん
か
？

　

初
心
者
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
子

ど
も
連
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
週
２
回
夜
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

活
動
日　

毎
週
木
・
土
曜
日
、

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場 

所　

藤
久
保
小
学
校
又
は
藤
久
保
中

学
校
体
育
館

連
絡
先　

伊
藤　

257

１
２
４
４

（ ）み ん な の 広 場 み ん な の 広 場（ ） 

竹
間
沢
在
住

　

戸
村
洸こ

う
た太

ち
ゃ
ん

平
成

年
９
月

日
生

（
父
・
光
良
）

（
母
・
佳
子
）

　

わ
が
家
の
太
陽
、
元
気
い
っ
ぱ
い
！

パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
。

　

春
か
ら
幼
稚
園
に
、
毎
日
楽
し
く
通
っ

て
い
る
よ
。
も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な

る
ん
だ
よ
。

藤
久
保
在
住

　

石
山
陽ひ

な
た向

ち
ゃ
ん

平
成

年
８
月

日
生

（
父
・
隆
之
）

（
母
・
み
さ
お
）

「
夏
大
好
き
！

　

た
く
さ
ん
遊
ん
で
大
き
く
な
る
ぞ
っ
！
」

忘
れ
ま
じ
あ
の
ひ
も
じ
さ
の
炎
天
下
あ
の
日
が
あ
り
て
今
日
満
ち
足
る
る

井
山　
　

登

終
の
日
に
は
ず
し
し
時
計
今
も
な
お
時
を
刻
み
て
早
十
一
年

泉　
　

郁
子

白
髪
の
目
立
つ
息
子
の
髪
に
息
を
飲
む
苦
労
し
居
る
か
暮
ら
し
中
で

折
田　

和
子

良
き
道
に
足
を
と
ら
れ
て
た
た
ら
踏
み
転
び
は
せ
ね
ど
腫
れ
て
青
痣

祖
父
江
桂
子

科
学
者
の
英
知
を
集
め
し
「
は
や
ぶ
さ
」
の
帰
還
し
た
る
成
果
に
期
待

香
川
日
出
子

つ
ゆ
含
み
咲
く
紫
陽
花
の
鮮
や
か
さ
う
す
れ
ゆ
く
想
ひ
甦
え
り
く
る

内
藤　

歌
野

読
み
耽
る
新
文
壇
史
お
も
し
ろ
く
文
豪
達
の
道
な
ら
ぬ
恋

八
重
倉
シ
ズ
エ

年
回
忌
の
義
兄
の
お
墓
に
揚
羽
き
て
触
る
る
ば
か
り
に
た
ゆ
た
い
て
去
る

井
上　

悦
子

併
合
に
て
母
校
は
無
く
な
り
生
徒
等
の
消
え
て
町
筋
寂
れ
し
と
い
ふ

鈴
木　

繁
子

亡
き
母
と
亡
き
妹
の
声
を
聞
く
テ
ー
プ
の
会
話
に
わ
れ
は
入
ら
ず清

水
美
智
子

4.8
％
の
受
診
率
…

　

町
の
が
ん
検
診
の
中
で
、
一
番

受
診
率
の
低
い
の
が
、
胃
が
ん
検

診
で
す
。

　

国
が
50
％
を
受
診
目
標
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
町
で
は
4.8
％
の
受

診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
胃
が
ん
は
、
日
本
人

が
か
か
る
最
も
多
い
が
ん
で
あ

り
、
１
年
間
に
約
５
万
人
の
方
が

胃
が
ん
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

胃
に
症
状
が
出
て
か
ら
病
院
を

受
診
し
、
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ
た

場
合
の
生
存
率
は
約
50
％
。
自
覚

症
状
の
な
い
時
に
が
ん
検
診
で
発

見
し
、
治
療
し
た
場
合
の
生
存
率

は
約
98
％
で
す
。
こ
の
よ
う
に
胃

が
ん
は
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば

完
全
に
治
せ
る
病
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

胃
は
毎
日
食
べ
物
を
消
化
し
、

刺
激
を
受
け
続
け
る
場
所
で
す
。

そ
の
た
め
胃
が
ん
の
発
生
は
〝
食

生
活
に
関
係
が
あ
る
〞
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
発
生
リ
ス
ク
を

高
め
る
要
因
は
、
高
塩
分
食
品
の

摂
取
で
す
。
塩
分
濃
度
が
高
い
と

胃
粘
膜
に
傷
が
付
き
炎
症
を
起
こ

し
て
、
発
が
ん
を
促
進
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、

毎
日
食
べ
る
食
品
が
同
じ
も
の
に

な
ら
な
い
よ
う
に
変
化
を
持
た
せ
、

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
摂
取
す
る

こ
と
が
、
発
が
ん
を
抑
制
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
検
診
は
集
団
検
診
で
、

バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

撮
影
し
ま
す
。
以
前
よ
り
も
バ
リ

ウ
ム
も
飲
み
や
す
く
な
り
、
ま
た

時
間
ご
と
に
区
切
っ
て
受
け
付
け

し
、
待
ち
時
間
も
少
な
く
し
て
い

ま
す
。
秋
に
予
定
し
て
い
る
胃
が

ん
検
診
の
申
込
方
法
は
、
「
保
健

セ
ン
タ
ー
事
業
一
覧
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

昭
和
56
年
か
ら
日
本
人
の
死
因

の
第
１
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
「
が
ん
」
。

　

一
次
予
防
と
し
て
、
が
ん
に
か

か
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、
二
次
予
防
と

し
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す

る
た
め
に
、
胃
が
ん
以
外
の
が
ん

検
診
も
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
気

に
な
る
症
状
が
あ
る
方
は
、
検
診

で
は
な
く
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

258

１
２
３
６　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

258

５
９
９
４　

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

－

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）

●
投
稿
先
・
中
村
正
雄
（
三
芳
町
藤
久
保

三
八
四
七

－

二
五
・

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

夏
果
て
て
老
躯
を
癒
す
ラ
ド
ン
の
湯　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

博
吉

七
夕
や
形
ば
か
り
の
飾
り
竹　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
ひ
で
お

暮
れ
泥な

ず

む
空
に
ぼ
ん
や
り
月
白
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

滅
反
の
田
畑
白
波
蕎
麦
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

昌
雄

遠
き
日
の
終
戦
の
日
も
暑
か
り
き　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

和
己

朝
顔
に
ま
た
足
止
め
る
戻
り
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

か
ね

新
涼
や
登
校
の
児
等
の
陽
焼
肌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

秀
雄

束
の
間
の
街
並
に
消
ゆ
夕
月
夜　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

栄
子

鉄
塔
を
囲
み
て
白
し
蕎
麦
の
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

起
重
機
を
湖
畔
に
据
え
て
大
花
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

善
満

朝
顔
や
下
町
の
軒
分
け
合
っ
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
片　

和
子

夏
野
菜
有
機
印
を
買
え
求
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

嘉
子

湯
の
町
や
行
き
交
ふ
人
の
宿
浴
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

靖
子

老
松
や
海
の
上
行
く
夕
月
夜　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

新
涼
や
書
店
に
探
す
文
庫
本　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
田　

照
子

手
花
火
や
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
闇
の
あ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

南
子

新
涼
や
会
津
木
綿
に
手
を
と
お
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
山　
　

登

奥
入
瀬
の
岸
辺
に
小
鹿
竦す

く

み
お
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
田　

　

晃

凛
と
せ
ぬ
雲
の
居
住
い
梅
雨
晴
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
澤　

久
夫

霧
深
し
新
高
山
は
其
処
に
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

静
壷

こんにちは ! サークル　　バイオレット



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

レ
ス
キ
ュ
ー
！
消
火
体
験

日
時　

９
月
２
日

、
午
後
３
時

分
〜
４
時

分

内
容　

避
難
訓
練
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
体
験

申
込
方
法　

当
日
時
間
ま
で
に
集
合
。

親
子
で
作
ろ
う
（
ア
ロ
マ
の
匂
い
袋
作
り
）

日
時　

９
月

日

、
午
後
２
時
〜
３
時

内 
容　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
基
礎
知
識
を
学
び
な

が
ら
、
匂
い
袋
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

講
師　

秋
庭
慧
子　

　

対
象　

小
学
生
親
子

定
員　

組
（
先
着
順
）　

参
加
費　

一
人

円

申
込
方
法　

事
前
に
参
加
費
を
添
え
、
申
し
込
み
。

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！
ミ
ニ
運
動
会

日
時　

９
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上

コ
メ
ン
ト　

チ
ー
ム
対
抗
で
盛
り
上
が
ろ
う
！

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み
。

秋
の
子
ど
も
映
画
会
実
行
委
員
さ
ん
募
集

募
集
期
間　

９
月
１
日
〜

日

対
象　

小
学
２
年
生
以
上

内 
容　

月
６
日

の
秋
の
子
ど
も
映
画
会
に
む

け
て
の
準
備
や
当
日
の
司
会
な
ど
。
第
１
回
実

行
委
員
会
は
９
月

日

、
午
後
４
時
〜
５
時

く
じ
ら
ｄ
ａ
ｙ
，
ｓ

日
時　

９
月
１
日

、
午
後
１
時

分
〜

対
象　

小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

藤
児
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
パ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
を
し
ま
せ
ん
か
？
９
ホ
ー
ル
を
い
く
つ

で
回
れ
る
か
挑
戦
し
て
み
よ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

日
時　

９
月

日

、
午
後
３
時
〜

対
象　

小
学
生
以
上　

　

定
員　

名

コ 
メ
ン
ト　

プ
ラ
板
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
っ
て
み
よ
う
。

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み
。

備 
考　

お
弁
当
や
お
惣
菜
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
透
明
の
蓋
「
リ
サ
イ
ク
ル
番
号
６
」
を
集
め

て
い
ま
す
。

み
ず
ほ
苑
訪
問

日
時　

９
月

日

、
午
前

時
〜

時

分

対
象　

小
学
生
以
上　
　

定
員　

名

コ 
メ
ン
ト　

童
謡
を
歌
っ
た
り
、
わ
ら
べ
歌
の
手

遊
び
で
一
緒
に
楽
し
ん
で
、
お
年
寄
り
の
方
々

と
触
れ
合
い
体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
〜
９
日

お
し
ゃ
べ
り
広
場　

パ
ー
ト
３

日
時　

９
月

日

、
午
前

時
〜

時

分

内
容　

親
子
で
簡
単
お
や
つ
作
り

対
象　

乳
幼
児
親
子　
　

定
員　

組
（
先
着
順
）

参
加
費　

円　
　

申
込
期
間　

９
月
７
日
〜

日

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー　

パ
ー
ト
４

日
時　

９
月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４
時

分

内
容　

砂
絵
作
り　
　

対
象　

小
学
生
以
上

申
込
方
法　

始
ま
る
時
間
ま
で
に
集
合
。

◆
そ
の
他

児
童
館
の
行
事
は
基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
。

参
加
申
し
込
み
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

行
事
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
や
定
員
設
定
、
参
加

費
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹
間
沢
児
童
館

藤
久
保
児
童
館

北
永
井
児
童
館

ウォッチング（ ） （ ）ウ ォ ッ チ ン グ

「灯り」－土曜体験教室編－

　７月 日 ・ 日 、歴史民俗資料館で「ミニあんどん作り」と「影絵遊び」

が行われました。ミニあんどん作りでは、段ボールと割り箸で灯籠の骨組みを

作り、周りの紙には自分の好きな絵を描くなどして、できあがった灯籠に火を

灯し、薄暗い部屋や土蔵の中で、ほのかな明るさを体感しました。影絵遊びで

は、影絵グループの方々に講師をお願いし、指を使った影絵と、自ら小道具（虫

や動物）を作って行う影絵の体験を行いました。

“夏休み探検隊”バスツアー
　　　　「ジュボラとあそぼう森林公園編」
　７月 日 、武蔵丘陵森林公園にて夏休み探検隊の

第一弾が開催されました。実際に木を切って作るコー

スターや、水遊び、葉っぱでのかるた遊びなど、野外

での遊びを満喫する姿が見られました。

熱い戦い！
　　第５回三芳町子どもドッジボール大会開催
　７月 日 。この日のために練習を重ねてきた チーム

の熱い戦いが、総合運動公園で繰り広げられました。熱

戦の末、優勝を勝ち取ったのは、北永井２区の北２ガッツ

チーム（Ａクラス＝5,6年生）と藤久保４区の唐小Ｓ

ＩＸチーム（Ｂクラス＝3,4年生）！他のチームもすばら

しい戦いぶりで、来年の大会が今から楽しみです。

藤久保に「おばけ」が出た!?

　７月 日 ・ 日 の２日間、藤

久保児童館にお化け屋敷が出現しま

した。児童館を訪れる子どもや淑徳

大学の学生さん等による手作りお化

け屋敷。しかし、手作りとは思えな

い完成度で、「暑い」夏の日に「寒

い」（!?）時間を過ごそうと多くの

人が押し寄せました。



広　　告広　　告

ポリオ生ワクチンの接種

三富文化財ウォーク

福原に残る新田開発と民間信仰

　川越市・福原地区に所在する文化財

を見学、三富地域の歴史を学びながら

散策します。

日 時　11月6日 、午前９時（川越駅

西口集合）～午後３時30分頃（解

散）※昼食持参。雨天の場合は、翌

週11月13日 に実施。　定員　40名

参加費　300円（当日集金）

申 込方法　往復はがきに参加する方の

住所・氏名・年齢・性別・電話番号

を記入（２名まで）のうえ、社会教

育課へ郵送（10月13日 必着）

※ 申込者多数の場合は抽選。重複の申

込みは出来ません。

申込み・問い合わせ　社会教育課

　（内線516・517）　FAX274 1056

Mama'sTime（両親学級）

日程 内　容 持ち物

10／6

・ 妊娠中のマイナ
ートラブルすっ
きり解消（簡単
なストレッチあ
り）

筆記用具
※動きや
すい服装

10／13

・ 自分でできる母
乳のケア

・ 赤ちゃんとの生
活って？

　（座談会）

10／16

・沐浴実習
・ お父さんの妊婦
体験

・ 歯科ブラッシン
グ指導

歯ブラシ
コップ
タオル
手鏡

10／20
・栄養の豆知識
　（これだけ）

場所　保健センター

時間　 午前10時～11時45分

　 午前９時30分～正午

※母子手帳を持参してください。

※ ３日目は、お父さんも参加いただけ

るよう、土曜日に学級を設置しまし

た。お父さんの参加を歓迎します。

申込み・問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

期日　10月１日
受付時間　午前９時15分～10時
場所　保健センター
対象　０歳～就学前
持ち物　母子健康手帳・筆記用具
問い合わせ　保健センター
　 258 1236　FAX258 5994

育児相談

はつらつ教室

　下記項目に、２つ以上該当する方は

「お口の寝たきり」予備群です。

・ 半年前に比べて、固いものが食べに

くくなりましたか。

・ お茶や汁物などで、むせることがあ

りますか。

・口の渇きが気になりますか。

　予備群かなと思われる方、教室に参

加して、はつらつ笑顔になりましょう。

日 時　９月21日 ～10月26日 （毎週

火曜日・全６回１コース）、午前10

時～正午

場所　藤久保公民館ホール

内 容　「食べること」についての話、

お口のケアについての話、お口の健

康アップの体操、やわらかいボール

を使って楽しみながら、からだ全体

での筋力アップ。

持ち物　タオル・水分補給用の飲み物

対 象　65歳以上の方で、お口の寝たき

り予備群かなと思われる方

定員　30名　参加費　無料

申込み・問い合わせ　

　地域包括支援センター　

　（内線188）　FAX274 1107

納期限は、９月 日です

国民健康保険税　　　　第３期

介護保険料　　　　　　第３期

後期高齢者医療保険料　第３期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

場所　保健センター
受付時間　午後１時30分～２時15分
対象　生後３～90か月未満の乳幼児

日程 対象地区

９月27日 上富・北永井

10月４日 藤久保第１区･２区･３区

10月18日 藤久保第４区･５区･６区

10月25日 竹間沢・みよし台

※ １か月以内に麻しん等の感染症にか
かった人、ひきつけをおこしてから
１年以上経過していない人は、受け
られません。
※体温は会場で計っていただきます。
※ 予防接種手帳・母子健康手帳を忘
れずに持参してください。

問い合わせ　保健センター
　 258 1236　FAX258 5994

地上デジタル放送受信相談会

　平成23年７月24日までにアナログ
放送は終了し、デジタル放送に完全
移行します。相談会では、地デジ受
信・視聴について相談窓口を設けま
す。

日　程 場　所

９月 日 ・ 日 竹間沢公民館

９月 日 ・ 日 役場１階

９月 日 ・ 日 藤久保公民館

時間　午前９時30分～午後４時
　（正午～午後１時を除く）
問い合わせ　
　○デジサポ埼玉相談会グループ
　 048 815 5820
　○三芳町財務課　
　（内線 412・413）　FAX274 1055

日 時　11月14日 、午前９時30分～午

後３時

場所　町立運動公園

参加費　飲食店／１小間：8,000円

　即売店／１小間：7,000円

　製品の展示／１小間：6,000円

１小間　間口3.6ｍ、奥行2.7ｍ

申 込期限　９月30日 まで（期限厳守）

※新規出店は、町内に事業所または住

所を有している人　※三芳町商工会員

でない場合は、１小間10,000円

申 込み　直接下記に申込みください。

郵送、FAX不可。

問い合わせ　環境産業課

　（内線 214） FAX274 1052

新入学児童就学時健康診断

　来年度、小学校に入学する子ども
の健康診断を実施します。対象児の
保護者には、通知書を郵送します。
今月末までに通知書の届かない方、
当日都合のつかない方は、学校教育
課までご連絡ください。

学校名 実施日 受付開始

三芳小学校 10月７日 13時10分

藤久保小学校 10月19日 13時10分

上富小学校 10月５日 13時20分

唐沢小学校 ９月28日 13時10分

竹間沢小学校 10月28日 13時20分

大井小学校 10月13日 13時00分

西原小学校 10月20日 13時15分

問い合わせ　学校教育課
　（内線 524・525）　FAX274 1056

　総合体育館およびグラウンドにおけ

る団体利用が、登録団体の増加などの

要因により、毎月の申し込み数が非常

に多く、利用が困難となっています。

利用者の快適な利用の推進のため、10

月抽選分（※）より変更させていただ

きます。

◆ 抽選申込数の制限…１団体あたりの

抽選申し込み数は、総合体育館（10

件）・グラウンド（20件）です。

※ テニスコート利用は今までと同様、

町立運動公園、竹間沢それぞれ３件

までです。

問い合わせ　総合体育館

　 258 0311（指定管理者：東京ドー

　ム・トールツリーグループ）

総合体育館およびグラウ

ンドの団体利用について

●なかよし広場

日程（予約不要）

　 ０歳児／９月３日 ・９日 ・15日

・22日 「身体測定」・29日

　 １歳児／９月１日 ・７日 ・10日

・16日 ・24日 ・30日

　 ２歳児～／９月２日 ・８日 ・14

日 ・21日 ・28日

時間　午前10時～正午

場所　子育て支援センター

●わくわくタイム

日時（予約不要）

【 午前】9月6日 ・27日 「誕生会」、

午前10時～正午

【 午後】９月８日 、午後１時～２時

30分

場所　藤久保児童館

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

●おひさま広場（予約不要）

「しゃぼん玉で遊ぼう」

日時　９月17日 、午前10時～11時30分

場所　富士塚公園

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

●なかよし講座（要予約）

　みんなで楽しく「リズム体操」

日 時　９月13日 、午前10時30分～11

時30分

場所　藤久保児童館

対象　１歳半以上

定員　20組

問い合わせ

　子育て支援センター

　 258 5106　FAX258 5136

第30回三芳町産業祭

出店募集

子育て支援センター

お知らせ

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ



広　　告広　　告

ふれあいの旅バスツアー子ども手当制度の手続きは、お済みですか？

日時　10月２日 、午前９時～午後５時

行き先　葛飾柴又　寅さん記念館

集合場所　藤久保公民館前広場

集合時間　午前８時30分

参加費　無料（昼食代は自己負担）

対 象　町内在住で、一人で外出が困難

な方

※ 家族・友人の同伴は、１名までとし

ます。ボランティアを紹介しますの

で、一人でも参加できます。

申込締切　９月24日

申込み・問い合わせ　社会福祉協議会

　 258 0122　FAX258 0180

　４月１日から子ども手当制度が始ま

りました。

【内容】 支給対象　０歳から中学校

修了（15歳到達後最初の３月31日）前

のお子さんの保護者に支給。

支給額　子ども一人につき月額

13,000円。※なお、子ども手当に所得

制限はありません。

【手続方法】３月末まで児童手当を受

給していた方は、申請が免除されてい

ます（４月で中学１年生になる子ども

も含む）。ただし中学生の子どもなど、

新たに子ども手当の対象となる子ども

を養育されている方、また、これまで

所得制限等で受給していなかった方は

申請が必要です。

○手続きは、こども支援課までお願い

します。（公務員の方は勤務先）

※新制度の対象になった方で、９月30

日 までに手続きされた方は、４月ま

たは支給要件に該当した日の翌月に

遡って支給されます。それ以後は、申

請月の翌月からの支給となりますので、

ご注意ください。

問い合わせ　こども支援課

　（内線167）　FAX274 1051

統合失調症について学ぶ

　いったいどんな病気で、どんな症状があるの？

家族は、どんな援助をすればいいの？

　まずは、病気について知ることが支援の第一歩

です。皆さんで、一緒に学びましょう。

日　程 内　容・（担当） 対　象

９月24日
当事者が町で生活していくた
めに、家族が出来ること
（精神保健福祉士）

総合失調症の
患者の家族

10月14日 現状と今後について
（保健師・精神保健福祉士）

総合失調症の
患者の家族

11月５日 総合失調症について知ろう
（保健師）

総合失調症の
患者本人

時間　午後２時～４時
場所　藤久保公民館学習室　
申込み・問い合わせ　
　精神障害者地域生活支援センター　

　 274 3472　FAX274 3366

アクティブ・エイジング講座

これからの自分と仲間を作る！地域に生きる！

　男性を対象とした「こころの健康づくり講座」です。同世代の仲間

と一緒に楽しみながら「これからの自分」をみつけませんか！

日　程 時　間 内　容（担当）

９月11日 10：00
～12：00

セルフ・チェック、あなたの「生活点検」を
してみましょう！（生活支援センター職員）

10月９日 10：00
～13：30

食生活ミニ講座と調理実習、「俺の飯」を
作ってみましょう！いきいきライフは毎
日の食生活から！（管理栄養士）

12月４日 10：00
～12：00

アクティブ世代のメンタルヘルス
（精神科医師）

対象　町内在住おおむね55～65歳の男性
場所　精神障害者地域生活支援センター
定員　10名（定員になり次第締切）
参加費　無料（調理材料費は実費負担）
共催　三芳町こころの健康づくりをすすめる会
※ ２月には「陶芸にチャレンジ!～世界に１枚だけの皿を焼こう

～」の開催を予定しています。

申込み・問い合わせ　精神障害者地域生活支援センター　
　 274 3472　FAX274 3366

１.保育所臨時職員　

職種／保育士、勤務地／町立第３保育

所、任用期間／ 平成22年10月25日～

平成23年３月31日、 平成22年12月10

日～平成23年３月31日（ ともに、

以降６カ月ごとに更新する場合有り）、

勤務時間／８時30分～17時15分（時差

出勤および時間外勤務有り）、募集人

員／ 各１名、賃金／日給7,600円、

資格／保育士の資格を有する者、その

他／健康保険、厚生年金

２. 学童保育室臨時職員（短時間勤務）

職種／児童厚生員、勤務地／町立学

童保育室、任用期間／平成22年10月１

日～平成23年３月31日（以降、６カ月

ごとに更新する場合有り）、勤務時間

／ 平日：13時30分～18時30分（うち

４時間を交替で勤務） 一日保育：８

時00分～18時30分（うち６時間を交替

で勤務） 土曜保育：８時30分～16時

00分　※ は冬休みや春休みなど。

は月に１回程度の勤務有り。時間外勤

務有り、募集人員／１名、資格／保育

士・幼稚園教諭・小学校教諭もしくは

養護学校教諭の資格を有する者、賃金

／時給850円

１・２の臨時職員ともに、勤務日／月

～金曜日の週５日（保育・行事等によ

り土曜日に勤務を要する場合有り）

その他／雇用保険、労災保険加入有り。

有給休暇有り。通勤手当は実情に応じ

支給。※詳細は問い合わせください。

問い合わせ　こども支援課　

（内線162～164）FAX274 1051

臨時職員（パート）登録募集認知症相談

　最近、本人または家族の中で、物忘

れが目立つ・怒りっぽくなって困った

など、認知症ではないかと心配してい

る方がおりましたら、お気軽にご相談

ください。

日 時　10月７日 、午後１時30分～３

時30分

場所　藤久保公民館２階学習室

内容　個別相談　参加費　無料

定員　６名（相談時間１人30 分）予約制

相 談員　地域包括支援センター・三芳町

在宅介護支援センターみずほ苑・三芳

町在宅介護支援センターはなまる

申込み・問い合わせ　

　地域包括支援センター　

（内線188）　FAX274 1107

　屋外広告物の適正化を推進するため

普及啓発、違反広告物の是正指導や一

斉除却、パトロール等を下記期間中に

実施しますのでお知らせします。

期間　９月１日 ～10日 まで

対象区域　町全域

問い合わせ　都市計画課

　（内線238）　FAX274－1052

屋外広告物適正化旬間

　大きな声で歌うことは、ストレス解

消の他にも「胃腸の働きを良くする」

など、からだに良いことがたくさんあ

ります!!

　音楽を聴くのは大好きだけど、歌う

のは、どうも苦手で…鼻歌程度なら歌

うけど、人前で声をだすのは恥ずかし

い…心配は要りません！

　みんなで歌えば、自然と大きな声が

出ます。人と出会い、共に歌うことで

「こころの健康づくり」を始めてみま

せんか？　

日 時　９月25日 、午後２時～４時30

分

場所　藤久保公民館ホール

対象　町内在勤・在住の方　

定員　50人（先着順）　参加費　無料

共 催　三芳町こころの健康づくりをす

すめる会

申込み・問い合わせ　

　精神障害者地域生活支援センター　

　 274 3472　FAX274 3366

裁縫技術講習会

日 時　10月14日 、午前10時～午後３

時（昼食休憩有り）

場 所　富士見市立市民総合体育館３階

会議室

内容　裁縫技術の基礎（実技中心）

　講師：石川多賀子氏

主 催　入間東部地区労働行政担当課事

務連絡会

対 象　三芳町・富士見市・ふじみ野市

（２市１町）の在住の方　定員　36 名

参加費　500円（材料費）当日徴収

持 ち物　裁縫道具（針、糸、裁ちばさ

み等）・筆記用具・昼食

申 込方法　９月６日 より環境産業課

で電話受付します。

問い合わせ　環境産業課

　（内線 214・215）　FAX274 1052

こころのセミナー

歌でこころの健康づくり

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ
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「建築物実態調査」について

　国土交通省では、都道府県及び各

市区町村の協力のもと、最近における

建築物及び住宅の建築状況等調査し、

住宅・建築行政等の基礎資料を得るこ

とを目的として、毎年「建築物実態調

査」を実施しています。

　本調査は、本年11月15日までの間に

都道府県及び各市区町村の調査員がお

宅を訪問して、質問形式により実施し

ます。調査内容は、統計法に基づいて

ファミリー・サポート・センターと

緊急サポートセンター養成講座

日　程 時　間 内　　容 講　　師 主　催

９月10日

10：00
　～
12：00

子どもの発達と援助
白梅学園大学
教授　佐々加代子氏 ファミリ

ー・サポ
ート・セ
ンター

13：30
　～
15：30

９月16日

９：30
　～
13：00

栄養と夕食のヒント 三芳町　栄養士

13：00
　～
14：30

ガイダンス
「緊急サポートを知ろう」

緊急サポートセンタ
ー　事務局

緊急サポ
ートセン
ター

15：00
　～
16：30

子どもの事故と救命救
急、応急処置※

緊急サポートセンタ
ー　賀川祐二氏

９月30日
10：00
　～
16：00

小児の病気の特性、病児
の観察とケア、感染予防

緊急サポートセンタ
ー　看護師

場所　藤久保公民館（９月16日 、９：30～13：00は保健センター）

※ 「子どもの事故と救命救急、応急処置」は、以前消防署等で受講したことが

ある方は免除できます。

申込み・問い合わせ　ファミリー・サポート・センター　

　 ・FAX258 0075　（火～土曜日、午前９時～午後５時30分）

統計上の目的以外に使用することはあ

りませんので、本調査の趣旨にご理解

いただいた上、ご協力をよろしくお願

いします。

問い合わせ　

　○三芳町都市計画課

　　（内線236・237）

　　FAX274 1052

　○埼玉県都市整備部建築安全課

　　 048 830 5515

排水設備工事責任技術者試験

みよしエンジョイセミナー

日時　９月18日

時間　午後２時～４時

場所　藤久保公民館学習室

テーマ　国字・当て字の面白さ

講師　海老根勉氏　

参加費　無料　

問い合わせ　藤久保公民館

　 258 0690  FAX258 9625

卓球教室

～近藤監督のわくわく卓球教室～

　北京オリンピック卓球女子チームの

監督を務められた近藤氏を講師に招き、

近藤氏より直接指導が受けられます。

幅広い年齢層に受け入れられている卓

球を通して、スポーツの楽しさを体感

していただく、わくわく卓球教室です。

日時　９月25日 、午後１時より

　（３時間程度）

　開場／午後０時30分

場所　総合体育館アリーナ

定員　100名

対 象　卓球愛好者・定期的に卓球を練

習されており、ラリーがある程度続

けられる小学生以上の方

参加費　無料

講師　近藤欽司氏

申 込方法　９月６日 午前10時より総

合体育館窓口、または電話にて受け

付けを開始します。

問い合わせ　総合体育館

　 258 0311　（指定管理者：東京

ドーム・トールツリーグループ）

弾いて、歌って、笑って、泣いて　　

～歌の花束をあなたに～

　今回は、劇団四季出身の松川裕さん

をお迎えして、ピアノ演奏と素敵な歌

声をお届けします。

出演　松川裕氏

（ピアノ・ボーカル）

日 時　９月17日 、開場／午後６時30

分、開演／午後７時

場所　竹間沢公民館ホール

参 加券　前売り／中学生以上500円

　当日売り／中学生以上600円

※ 小学生以下は参加整理券（無料）が

必要です。

申 込方法　町内各公民館で参加券を購

入してください。

※ 座席数に限りがありますので、前売

り券が完売になり次第、当日券およ

び参加整理券の配布を終了しますの

で、予めご了承ください。

主 催　竹間沢公民館・マンスリース

タッフ会議

問い合わせ　竹間沢公民館

　 259 8311   FAX259 8345

　皆さん、吹矢で遊んだ経験はありま

すか？

　今回の健康教室は、心も体も健康に

をテーマに「スポーツ吹矢」を実施し

ます。子どもからお年寄りまで、誰も

が簡単に楽しめますので、健康づくり

のひとつとして、ぜひ、ご参加くださ

い。

日 時　10月20日 ・27日 の２日間、

午前10時～正午

場所　中央公民館ホール

講 師　 日本スポーツ吹矢協会所沢支部

越阪部　龍也氏

参加費　100円（マウスピース代）

服 装　動きやすい服装　定員　16名

申 込方法　９月７日 より受付。電話

可。定員になり次第締切ります。

問い合わせ　中央公民館　

　 258 0050　FAX258 5466
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受験資格　

　試験の実施日において年齢が満20歳

以上で、次のいずれかに該当する人

 高等学校の土木工学科、又はこれに

相当する課程を修了して卒業した人

 高等学校を卒業した人で、排水設備

工事等の設計又は施工に関し、１年

以上の実務経験を有する人

 排水設備工事等の設計又は施工に関

し、２年以上の実務経験を有する人

　 ～ に準ずる人

試験日　11月14日

試験会場　埼玉工業大学

受付期間　９月６日 ～30日

　（土日及び祝日を除く）

受付場所　上下水道課

※ 受験案内は、上下水道課にて配布し

ています。

※ 試験会場は駐車場に限りがあります

ので、自動車でのご来場は極力ご遠

慮願います。試験は２年に１度の実

施となります。ご注意ください。

問い合わせ　上下水道課

　（内線258）　FAX274 1053

健康教室「スポーツ吹矢」

参加者募集 !!

ちくまざわマンスリー

スクゥエアーVol.106

普
通
救
命
講
習
会

無
料
調
停
相
談

就
職
面
接
会

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

が
施
行
さ
れ
ま
す

【
訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
み
よ
し
８
月
号
の

頁
「
く
ら
し
の
情
報
」
の
『
社
会
福
祉
法
人
入
間
東
部
福
祉
会
の
臨
時
職
員
募
集
』
の
給
料
等
（

ｂ
日
額
１
５
９

２
０
０
円
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

正
し
く
は
、

ｂ
月
額
１
５
９

２
０
０
円
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（ ）広 報 み よ し お 知 ら せ（ ） 



 

休
日
診
療
日　

日
曜
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
（
１２
月
３１

日
〜
１
月
３
日
）

▼ 
小
児
時
間
外
診
療
日　

月
曜

〜
土
曜

⇒

ふ
じ
み
野
市
駒
林
３
５
３

　

２
６
４

－

９
５
９
２

　

 

休
日
診
療
時
間　

９
時
〜

１６
時
、
２０
時
〜
２３
時

　

▼ 

小
児
時
間
外
診
療
時
間　

２０
時
〜
２２
時

⇒

富
士
見
市
鶴
馬
３
３
５
１

－

２

　

２
５
２

－

４
０
５
０

　

 

休
日
診
療
時
間　

９
時
〜

１６
時

富士見 

鶴 瀬 駅 
至池袋 

至三芳町役場 

至川越 

富士見台中 

市役所 

郵便局 
交番 

G.S

鶴
瀬
小 

富士見市健康 
増進センター内 
東入間医師会 
第二休日診療所 

http://www.ne.jp/asahi/higashi-iruma/med/

川越街道 

東入間警察 

亀久保小 

鶴瀬駅 

三芳町役場 

ふじみ野駅 

至
池
袋 

至
川
越 

亀久保小入口 

大井サティ 

休日・小児時間外診療所 休
日
・
小
児
時
間
外
診
療

所
の
ご
案
内

　

不
動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格

等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日 

時　

10
月
２
日

、
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所　

　

 

さ
い
た
ま
大
宮
会
場
／
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｋ
大
宮
５
階
さ
い
た
ま
市
宇
宙
劇

場
第
２
集
会
室

　

 
熊
谷
会
場
／
八
木
橋
百
貨
店
１

階
正
面
入
口

主 

催　

埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

共
催　

日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

問
い
合
わ
せ

　

埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会　

　

048

８
３
８

０
４
８
３

　

認
知
症
を
理
解
し
て
、
適
切
な
ケ

ア
を
受
け
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
自
分
ら
し
い
生
活
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
認
知
症
の
専
門
医
が
一

般
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日 

時　

９
月
17
日

、
午
後
２
時
〜

４
時
（
開
場
／
午
後
１
時
30
分
）

場 

所　

成
増
地
域
セ
ン
タ
ー
（
ア
ク

ト
ホ
ー
ル
）
東
武
東
上
線
成
増
駅

北
口
す
ぐ

講 

師　

和
光
病
院
院
長
／
斎
藤
正
彦
氏

認
知
症
の
理
解
と
ケ
ア

「
和
光
病
院
公
開
講
座
」

費
用　

無
料
（
予
約
不
要
）

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
光
病
院

　

048

４
５
０

３
３
１
１

　

確
定
給
付
企
業
年
金
法
の
施
行
に

伴
い
、
適
格
退
職
年
金
制
度
は
、
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
他
の
制

度
に
移
行
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要

で
す
。

　

国
か
ら
掛
金
の
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
掛
金
は
金
額
非
課
税
で
、
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
外
部
積
立

型
だ
か
ら
管
理
も
簡
単
で
す
。
適
格

退
職
年
金
制
度
か
ら
移
行
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

03

３
４
３
６

０
１
５
１

　

FAX　
03

３
４
３
６

０
４
０
０

　

三
芳
町
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野

市
、
入
間
市
の
各
商
工
会
の
共
催
に

よ
る
「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

創
業
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日 

程　

９
月
19
日

・
26
日

、
10

月
３
日

・
10
日

・
17
日

の

全
５
日
間
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
繁
殖
制
限
】

　

生
ま
れ
た
子
犬
や
子
ね
こ
を
飼
え

な
い
場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
に
関
す
る
相
談

　

埼
玉
県
朝
霞
保
健
所　

　

048

４
６
１

０
４
６
８

●
ね
こ
に
関
す
る
相
談

　

 

埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
南
支
所

048

８
５
５

０
４
８
４

　

女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
家
庭

内
の
も
め
ご
と
、
結
婚
、
離
婚
、
相

続
、
夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト

ー
カ
ー
、
女
性
特
有
の
人
権
問
題
、

近
隣
関
係
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時　

９
月
30
日

、
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

場 

所　

川
越
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
Ａ

　
（
川
越
駅
東
口
駅
前
ア
ト
レ
６
階
）

相 

談
員　

川
越
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
所
属
女
性
人
権
擁
護
委
員

費
用　

無
料
（
秘
密
厳
守
）

問
い
合
わ
せ　

　

 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支
局

内
・
川
越
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

事
務
局

　

２
４
７

４
０
２
２

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支
局

　

２
４
３

３
８
２
４

　

30
分

場 

所　

富
士
見
市
針
ヶ
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

費
用　

５
千
円

定 

員　

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

内 

容　

資
金
計
画
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
等

申 

込
方
法　

費
用
を
添
え
て
、
三
芳

町
商
工
会
窓
口
へ
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
商
工
会

で
も
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

三
芳
町
商
工
会

　

２
７
４

１
１
１
０

　

FAX
２
５
８

２
８
１
５

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る

こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
し
、
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給

付
等
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対 

象　

生
活
保
護
世
帯
や
、
障
が
い

者
非
課
税
世
帯
な
ど
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯

内 
容　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ

ー
（
１
台
）
」
の
無
償
給
付
を
行

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
た
ア
ン
テ

ナ
改
修
等
、
共
同
受
信
施
設
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
改
修
経
費
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

申
込
受
付
期
限　

　

12
月
28
日

（
消
印
有
効
）

　

天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
支
援
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
援
を

希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
期
限
に
か
か

わ
ら
ず
、
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。
平
成
23
年
度
の
支
援
は
、
現
在

未
定
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０

０
３
３
８
４
０

　

FAX
０
４
４

９
６
６

８
７
１
９

※
IP
電
話
等
で
右
記
の
電
話
番
号
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
…

０
４
４

９
６
９

５
４
２
５
（
平
日
／
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
・
土
日
祝
日
／
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
）

日 

時　

10
月
１
日

〜
３
日

、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

方
法　

電
話
に
て
相
談

内 

容　

許
可
・
認
可
等
の
手
続
等

に
関
す
る
こ
と
（
建
設
業
・
宅
建

業
・
運
送
業
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業
・

農
地
転
用
な
ど
）、

法
人
設
立
・

権
利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る

こ
と（
会
計
記
帳
・
自
動
車
の
登
録
・

車
庫
証
明
・
交
通
事
故
調
査
な
ど
）、

電
子
申
請
（
電
子
証
明
書
の
取

得
・
電
子
入
札
・
参
加
資
格
審
査

申
請
な
ど
）、
暮
ら
し
の
相
談（
相

続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
協
議
書
・

戸
籍
関
係
・
内
容
証
明
な
ど
）

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会

　

048

８
３
３

０
９
０
０

　

埼
玉
県
内
の
美
し
い
水
辺
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
小
・

中
・
高
校
生
の
応
募
も
歓
迎
で
す
。

あ
な
た
の
お
す
す
め
の
水
辺
ス
ポ
ッ

ト
の
写
真
を
応
募
く
だ
さ
い
。
沢
山

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

題 

材　

埼
玉
県
内
の
河
川
・
湖
沼
・

公
園
・
滝
・
農
業
用
水
な
ど
水
辺

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

サ 

イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
・
キ
ャ

ビ
ネ
（
２
Ｌ
）
判
〜
四
ツ
切
（
ワ

イ
ド
可
）

募
集
締
切　

11
月
12
日

（
必
着
）

部 

門　

一
般
部
門
、

ジ
ュ
ニ
ア

部
門
（
小
・
中
・
高
校
生
）

賞 　

各
部
門
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・

特
別
賞
・
入
選

※ 

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
330

８
６
６
９

　

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木

町
１

７

５

　

 

埼
玉
県
物
産
観
光
協
会
「
川
の

国
埼
玉
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

　

048

６
４
７

０
５
０
０

URLh
ttp

：/
/
w
w
w
.sa
in
o
k
u
n
i-

　

k
an
k
o.jp
/p
h
oto/

不
動
産
の
無
料
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

「
創
業
塾
」
の
ご
案
内

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償

給
付

行
政
書
士
電
話
相
談

第
３
回
川
の
国
埼
玉
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

　

こ
の
広
場
で
は
、
不
用
品
情
報

（「
ゆ
ず
り
ま
す
」・「
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
」）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
モ

ノ
を
買
う
前
、
捨
て
る
前
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

モ
ノ
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
資

源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
ゆ
ず
り
ま
す
／
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
／

エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
ヤ
マ
ハ
）
／
五
月

人
形
／
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
／
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
／
自
転
車

（
27
イ
ン
チ
）
／
一
人
用
ソ
フ
ァ
椅
子

２
脚

▽
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
／
自
転
車

（
26
イ
ン
チ
以
上
）
／
み
ふ
じ
幼
稚
園

の
男
子
制
服
と
体
操
着
一
式
（
サ
イ

ズ

：

110
〜
120

位
）
／
み
ふ
じ
幼
稚

園
の
男
子
制
服
（
サ
イ
ズ

：

110
〜
120

位
）／
ベ
ビ
ー
カ
ー
、抱
っ
こ
ひ
も
、

ベ
ビ
ー
服
、
そ
の
他
ベ
ビ
ー
用
品

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉協議会職員
三芳町社会福祉協議会
 258-0122
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無料相談のお知らせ


